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『ショート・トリップ』森絵都著 

子供の頃、図書室で何度も借りて読み、誕生日に買ってもらった。本屋にい

る親から「白い本でしょ？星新一の」と電話あり。それはショートショート

だ、惜しい、という思い出。 

さらっと読める短編集。おすすめは「王様とカメと鈴木くん」。続編の「王

様と鈴木くん」ではカメがいなくなっている。“「カメはどうなさったんです

かい？」「海へもどった」「海ガメだったんですかい」”こんなやりとりにほ

っこりする。自分のお気に入りをみつけてください。 

ケン・リュウや劉慈欣などの活躍めざましく、盛り上がりを見せているＳＦ小説。

映画においても「DUNE/砂の惑星」や「TENETT」のヒットなど、隆盛がうかがえます。 

とはいえ、「普段ＳＦはあまり読まない」「とっつきづらそう」という方もいらっし

ゃるのではないでしょうか。こちらで紹介する図書館員のオススメＳＦのなかから、

お気に入りの一冊が見つかりましたら幸いです。 

『まず牛を球とします。』柞刈湯葉著 
牛を食べたいけれど、殺生はちょっと…。じゃあ、細胞を培養して球状の牛

を作ればいいじゃない、という社会を描いた表題作ほか、全 14 編を収録した

短編集。著者の奇想天外な発想を手軽に味わうことができます。どの作品も

どこかシニカルで、飄々として捉えどころがなく、独特の読後感をもたらし

ます。ＳＦ界の「奇妙な味」。 
佐須 

きよし 

『タイタン』野﨑まど著 

ＡＩにより人類が労働から解放された世界。心理学を趣味とする主人公の

元に、「機能不全に陥ったＡＩのカウンセリング」という仕事が舞い込む。

明らかになる真実、「働く」ことの意味、ＡＩと人間の交流…。物語の様相

は二転三転し、見どころは沢山あるのですが、何よりＡＩ「コイオス」が

どんどん愛しく思えてくる。でも「彼に入れ込んで大丈夫だろうか」とい

う僅かな不安も付きまとう。ラストの驚きをぜひ体験してください。 

 

『散歩する侵略者』前川智大著 
劇団イキウメの主宰・前川氏による同タイトルの舞台の小説化です。舞台の

観劇がきっかけでこの本を手に取りました。行方不明だった夫の真治が、ま

るで別人のように穏やかな性格になって妻・鳴海の元へ帰ってきます。しか

しどうも会話が噛み合わず、その頃からその街には不可解な現象が次々起き

るようになります。日常と隣り合わせのＳＦ（少し不思議な）作品です。切な

いラストにグッときます。 

 

深大寺 

ぶる 

 

『マイナス・ゼロ』広瀬正著 
個人的には「時間ＳＦの日本最高作品」に推します。直木賞の選考委員だった

司馬遼太郎が、高く評した程です。タイムトラベルもので、今読み返すとアイ

デアは古いと感じるかもしれませんが、日本ＳＦの古典として外せません。

戦前の東京風物が綿密に描写されノスタルジックにあふれています。著者は

若くして故人となりましたが、時間をテーマにしたＳＦ作品を多く残しまし

たので、気に入ったら是非他の作品も読んでみてください。 

 

中央 

もりもり 

佐須 

どせいさん 

中央 

ナール 
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 (中央図書館 Y) 

中央図書館 

Y 

中央 

蝶鮫 

『図書室の魔法（上・下）』ジョー・ウォルトン著 

少女の日記形式の小説です。心を病んだ母から逃れて愛するウェールズを離

れ、会ったこともない父親のもとに身を寄せた 15 歳のモリ。新たに通うこと

になった寄宿学校には、なかなかなじめません。双子の姉妹も失ってひとり

ぼっちのモリの支えは、大好きなＳＦ小説とある秘密の存在です。あるとき

モリは学校の近くでＳＦの読書会が行われていることを知り、参加すること

にします。1980 年頃のイギリスを舞台に、ＳＦが人と人とをつなぐお話です。 

 

『ＳＦショートストーリー傑作セレクション 時間篇 
人の心はタイムマシン／時の渦』日下三蔵編 

江戸時代と現代をつなぐ洞窟が発見されてドタバタ騒動が巻き起こる「御

先祖様万歳」（小松左京）、コールドスリープによって引き離された恋人た

ちの絆を抒情的に描く「美亜へ贈る真珠」（梶尾真治）など、日本ＳＦ初期

の名作短編を集めたアンソロジーです。10 代の読者に向けた編集なので読

みやすく、解説も充実しています。この巻は「時間篇」ですが、他にも「ロ

ボット篇」や「未来篇」など、いろいろなテーマの巻があります。 

 

中央 

D.O. 

鶴のマークの 

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ屋さん 

中央 

Ｙ 

『宇宙消失』グレッグ・イーガン著 

太陽系が謎の物質に包まれ、星が見えなくなった未来。元警官のニックは、

ある女性の捜索を依頼されます。彼女は重度の脳損傷患者なのに、入院して

いた病院から何の痕跡も残さず姿を消したというのです。捜索を続けるう

ち、ニックは思いがけないことに巻き込まれていきます。量子力学をテーマ

にしたハードめのＳＦなので難しいところもあるのですが、よくわからなく

てもなぜか面白く読めてしまうパワーのある作品です。 
中央 

XI 

『タイタンの妖女』カート・ヴォネガット・ジュニア著 

時空を超えた存在に運命を操られた男マラカイ・コンスタントの人生を描い

た作品……あらすじを一言でいうとこうなりますが、ユーモラスでシニカル

な独特の語り口と、荒唐無稽ともいえる予想を超えた展開が組み合わさった

この作品の魅力は、あらすじを説明するだけではとても伝えることができま

せん。この本を初めて読んだ時には、あまりの面白さにしばらくカート・ヴォ

ネガット・ジュニアの本しか読めなくなりました。 

 

『大地への下降』ロバート・シルヴァーバーグ著 

かつて地球の植民地だった惑星ベルザゴールは、今では象のような現住生物

ニルドーロールの手に返されている。植民地時代に地球行政官としてベルザ

ゴールを管理していたガンダーセンは、当時犯した罪を償うため、ベルザゴ

ールに戻ってきた。ガンダーセンはニルドーロールの行う「再生」の儀式に加

わるべく「霧の国」を目指し、道中で様々なものを目にする。グロテスクだが

どこか美しいベルザゴールの景色や思弁的な内容が魅力の作品。 

『夢みる宝石』シオドア・スタージョン著 

大事なびっくり箱人形のジャンキーだけを持って、孤児の少年ホーティは冷

酷な養い親の家から逃げ出します。そして逃亡途中で風変わりなカーニヴァ

ルと出会い、美しいジーナを始めとする団員の一員になります。そのカーニ

ヴァルの団長はある不思議な水晶に執着していましたが、実はホーティもそ

の水晶と無関係ではなく……。10 代の時に読んでからずっと好きな作品。幻

想的で美しい物語で、ファンタジーが好きな方にもおすすめです。 

中央 

Null 

中央 

i.e. 
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『息吹』テッド・チャン著 

映画『メッセージ』が面白かったので、原作者に興味がわきました。 

この本は 9 篇を収録した短編集です。アラビアンナイト風に描かれるタイ

ムトラベル、人間が出てこない世界で記憶の秘密を探求する科学者の話、 

並行世界間でコミュニケーションがとれる話など、長さも物語の舞台もテー

マも様々です。どの小説も世界観が独特かつ濃密でどっぷりのめり込んでし

まいました！ 

 

『華氏 451 度』レイ・ブラッドベリ著 

華氏 451 度とは、紙、つまり本が燃える温度です。『華氏 451 度』の世界では、

本は善良な市民に有害な情報を与えるものとして、読むことはおろか、所持す

らも許されません。主人公のモンターグは、本を燃やす昇火士（ファイアマン）

として、誇りを持って仕事をしてきました。ところが、風変わりな少女クラリス

との出会いをきっかけに、自分の仕事に疑問を抱き始めます。 

ＳＦ作家として名高いレイ・ブラッドベリによる風刺的作品です。「本が燃やさ

れるディストピア」という設定は、本好きの方に刺さるのではないでしょうか。 

 

『星を継ぐもの』ジェイムズ・Ｐ・ホーガン著 

1977 年に発表された著者のデビュー作です。月で信じられないある事実

（伏せます）が発見され、謎が謎をよび人類の生い立ちに繋がるハードＳ

Ｆの傑作です。ミステリーの要素も含みストーリー展開が巧みで、読んで

いて飽きません。大ヒットしたので、続編も作られましたが単品としても

十分に楽しめます。星野之宣さんによって漫画化されましたが、独自の解

釈や続編・続々編も含まれているので、別作品としてとらえた方がよいで

す。余談ですが、続編も本作に劣らない程の驚愕を感じました。 

国領 

電気羊 

『デューン砂の惑星（上・中・下）』フランク・ハーバート著 

アメリカの作品ですが、ＳＦ史上の古典といっても差し支えないです。「ヒ

ューゴー賞」「ネビュラ賞」をダブル受賞しています。封建的な惑星社会の

遠い未来を舞台にしていますが、かなり独創的な世界観で書かれています。

読んだ当時は、これは哲学書か！と思わせられました。大長編ですのでじっ

くりと読みたい方におすすめです。映像化は困難と言われていましたが、何

度か試みられており、最新では 2021 年に前半が映画化され公開されました。

後半は 2023 年の予定です。 

中央 

猫の事務所 

『ＳＦ・異色短編（全４冊）』藤子・F・不二雄著 

ドラえもん』でも垣間見えるダークな藤子・F・不二雄が，存分

に発揮された短編集です。クセになります！元々は、好きなミ

ュージシャンがバイブルと言っていたのをきっかけに手に取

りました。 

 

こちらで紹介した資料は、右のＱＲコードもしくは 

下記ＵＲＬから一覧で見ることができます。 

ぜひご予約ください！ 

https://www.lib.city.chofu.tokyo.jp/themaconten

ts?&pid=1824&listid=124 

中央 

てっちゃん 

中央 

ダブル 

若葉 

じゃっかろーぷ 
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 本ほどの所蔵数はありませんが、 

調布市立図書館では DVD も 

借りることができます。 

借りられる SF 映画のごく一部を 

ご紹介いたします。 

バック・トゥ・ザ・フューチャー 

監督：ロバート・ゼメキス 

初公開年：1985 年  

 友人の科学者・ドクの作ったタイムマシンに

乗り込んだ高校生マーティが３０年前の世界

へ。そこで出会ったのは自分の母親で…。 

続編の PART2、PART3 も所蔵しています。 

三大怪獣 地球最大の決戦 

監督：本多猪四郎 

初公開年：1964 年  

 黒部ダムに落ちた隕石から、宇宙怪獣、キン

グギドラが誕生した！モスラと小美人はラ

ドン、ゴジラに助けを求める…。 

ドクの家は『ものぐさトミー』みたい

だよね。こんなおうちにすんでいたら、

とってもべんりだねぇ。 

そしてなによりデロリアンがかっこい

い！！！ぼくものってみたいな～… 

インセプション 

監督：クリストファー・ノーラン 

初公開年：2010 年  

 主人公は他人の夢の中に潜り込み、アイデ

アを盗む犯罪のスペシャリスト。仲間と共

にターゲットの夢に潜入するが、潜在意識

下の亡き妻の影が任務を脅かす…。 

夢なのかげんじつなのか 

だいこんらん！ 

ハッピーエンドなのか 

バッドエンドなのか…。 

どっちなんだろう？ 

ウォーリー 

監督：アンドリュー・スタントン 

初公開年：2008 年  

 誰もいない地球で、ひとりで黙々と働き続け

る健気なロボット・ウォーリー。ある日、地

球に真っ白なロボット・イヴが現れる。イヴ

の気を引こうとするウォーリーだが…。 

４ひきのかいじゅうが 

だいしゅうけつ！キング

ギドラは こわいけど、 

かっこいいよね!! 

みんなは だれ推し？ 

ウォーリーも イヴも 

とっても かわいい！ 

700 ねんも ひとりで 

ごみの しょり なんて、 

ぼくには できないなぁ… 

こちらで紹介した資料は、左のＱＲコードもしくは下記ＵＲＬから 

一覧で見ることができます。ぜひご予約ください！ 

https://www.lib.city.chofu.tokyo.jp/themacontents?pid=1824&listid=125 
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開館式当日の佐須分館 
開館時に配っていたチラシ▶ 

開館に向けた準備の様子 

開館式は１階の児童館で行われました 

人がいっぱい！！ 

カ
ウ
ン
タ 

は
大
混
雑
！ 
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神代団地にあった旧つつじが丘分館 

開館当日の様子 

 

1988 年ごろの 

旧つつじヶ丘分館のカウンター 

 

ぴゅーたがなかったので 

目録を使って本を探して 

いました 

 

パソコンがなかったので、 

貸出しや返却の管理は 

手作業でした。 

電算化したのは 1992 年からです 

つつじヶ丘分館のすぐ近く，野川小学校の跡地に 

調和小学校が建設され、１階が図書館になりました。 

名前はつつじヶ丘分館から調和分館になりました。 

佐須分館にあった目録ケース。 

児童室の手前側に置いてありました 

電算化する前は、利用者は 

貸出券を使って本を借りていました。 
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調布のあゆみ－252 
郷土の歴史と伝承 

調布の醸造業と村のくらし      関口 宣
のぶ

明
あき

  

1）多摩川を利用した醸造業 

調布の南部を流れる多摩川は、古くから清流

で知られ、川沿いに住む人々は、飲用水をはじ

め、アユ漁などで大きな恩恵を受けてきました。  

また、良質で豊かな川の水や、流域の地下水は、

酒や醤油の醸造にも適し、江戸時代から、調布

周辺の村々で利用されていました。 

江戸時代後期になると、交通網の発達ととも

に、物資の流通も活発になってきました。そこ

で甲州街道を行き来する旅人だけでなく、地域

の住民向けに酒や醤油を醸造する人々が徐々に

あらわれました。上石
かみいし

原宿
わらじゅく

（現在の上石原地区）

では、江戸中期の 1686 年に酒造が始まったとい

う記録が残っています。酒などの醸造には、広

い敷地に蔵
くら

を建て、穀 

物を発酵
はっこう

させる大きな 

仕込み桶
おけ

などの設備が 

いります。 

さらに職人を雇ったり   小島地区の醤油蔵 

するために財力が必要なので、醸造の事業が 

できる人は、ほとんど村の名主
な ぬ し

などの有力な農

民に限られていました。 

２）醸造仲間の交流 

醸造業が活発になるにつれ、技術を教え合っ

たり、塩、空き樽などの必要物資を江戸から取

り寄せたりするなどの仕事を協力し合うため、

一村を超えた醸造仲間が交流するようになりま

した。 

上石原宿で、酒造りを始めた、屋号を「玉川蔵
たまがわぐら

」

という家では、文化 4（1807）年に、醸造の守

り神である松尾神社（府中大国魂神社内）に商

売繁盛を願って、10 軒の醸造仲間とともに、石

鳥居を奉納しました。 

この時の仲間は、川崎の登戸、府中の押立
おしたて

、

稲城の長沼、世田谷の宇奈
う な

根
ね

など、ほとんどが

多摩川沿いの場所で醸造蔵を経営していた人た

ちです。 

３）くらしを潤
うるお

した川の恵み 

上石原地区では、「玉川蔵」の主人が、弘化 3

（1846）年の伊勢参りで求めてきた切溜
きりだめ

※（煮
に

染
しめ

などの料理の入れ物）や、 

酒、そばつゆを注ぐ湯桶
ゆ と う

 

などの漆器
し っ き

が地区の冠婚 

葬祭の時にも使われまし 

た。農村のふだんの食生  切溜（上）と湯桶（下） 

活では、おかずの味付けといえば、味噌や塩が

主で、醤油は、祭りや祝い事のごちそう作りに

だけ使う貴重なものでした。 

こうして多摩川の水を使った醸造業が発達す

ることで、地区の祭りに皆で濁酒
どぶろく

を酌
く

みかわす

楽しみや、婚礼にも醤油を使う煮物、手打ちそ

ばを食べて祝う風習に一役買うなど、地域の結

びつきを強める支えとなりました。 

濁酒や醤油を買う人が増えてきた明治から大

正にかけて、飛田給、旧上布
か み ふ

田
だ

、小島、国領、

旧金子
か ね こ

にも醸造店ができ、酒、醤油などを安価

で販売しました。ちなみに昭和 13 年頃には、濁

酒一升の値段は 60 銭ほどで、清酒（並）の半額

でした。その頃になると都市化の影響で、水質

が落ちはじめ、地酒
じ ざ け

、醤油造りはしだいに行わ

れなくなりましたが、大切な資源である多摩川

の水を活かした産業の一つとして、地域の食生

活向上に大きな役割をはたしてきました。 

※この切溜は調布市郷土博物館に展示されています。 

参考文献：『調布市史中巻』および『調布市史民俗編』 
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